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烏
山
城
は
応
永　

年
（
1
4
1
8
）、
那
須

25

一
族
の 
沢  
村  
五  
郎  
資  
重 
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ

さ
わ 
む
ら 
ご 
ろ
う 
す
け 
し
げ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
後
、
天
正

　

年
（
1
5
9
0
）
に
当
主 
那  
須  
資  
晴 
が
、

な 

す 
す
け 
は
る

18小
田
原
遅
参
を
理
由
に
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て

改
易
さ
れ
る
ま
で
那
須
氏
の
居
城
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
織
田
氏
、
成
田
氏
、
松
下
氏
、

堀
氏
、
板
倉
氏
、
那
須
氏
、
永
井
氏
、
稲
垣

氏
と
頻
繁
に
城
主
の
交
代
が
行
わ
れ
、 
万  
治 

ま
ん 
じ

2
年
（
1
6
5
9
）、
時
の
城
主
で
あ
っ
た
堀

親
昌
に
よ
り
、
城
の
東
山
麓
に
城
主
の
新
た

な
居
館
（
三
の
丸
）
が
築
か
れ
、
以
後
の
藩

政
機
能
は
三
の
丸
に
移
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

享
保　

年
（
1
7
2
5
）
譜
代
大
名
の 
大 おお

10

 
久  
保  
常  
春 
が
近
江
国
（
滋
賀
県
）
よ
り
移
封

く 

ぼ 
つ
ね 
は
る

さ
れ
、
そ
の
後
8
代
、
約
1
4
0
年
に
わ

た
っ
て
大
久
保
氏
が
城
主
に
な
り
ま
し
た
が
、

城
は
明
治
を
迎
え
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

烏
山
城
の
歴
史

　

烏
山
城
は
、 
八  
高  
山 
（
標
高
2
0
6
メ
ー

は
っ 
こ
う 
さ
ん

ト
ル
）
と
呼
ば
れ
る
喜
連
川
丘
陵
の
一
支
脈

で
あ
る
独
立
丘
陵
頂
部
を
中
心
と
し
て
築
か

れ
た
山
城
で
す
。
東
か
ら
南
側
は
、
那
珂
川

と 
河  
岸  
段 

か 
が
ん 
だ
ん 
丘 
が
天
然
の

き
ゅ
う

 
城 

じ
ょ
う 
壁 
と
堀
の
役
目
を
、

へ
き

西
側
は
、
江
川
が
堀
の
役
目
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
周
辺
の
丘
陵
や
河
岸
段
丘

烏
山
城
の
立
地

上
に 
砦 

と
り
で

や 
支 し 
城 
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
烏
山

じ
ょ
う

城
全
体
の
防
御
力
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

　

烏
山
城
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
使

用
さ
れ
て
き
た
た
め
、
西
側
の
古
い
造
り
が

残
る
部
分
と
、
東
側
の 
近  
世 

き
ん 
せ
い 
城 

じ
ょ
う 
郭 
の
思
想
や

か
く

技
術
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
部
分
が
あ
り
、
中

世
の
城
と
近
世
の
城
の
2
つ
を
1
度
に
楽
し

め
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

東
西
に
約
3
5
0
メ
ー
ト
ル
、
南
北
に
約

6
0
0
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に 
五 ご 
城 じょう 
三  
郭 
（
本

さ
ん 
か
く

丸
、
古
本
丸
、
中
城
、
北
城
、
西
城
、
常
盤

 
曲  
輪 
、
若
狭
曲
輪
、
大
野
曲
輪
）
と
呼
ば
れ

く
る 
わ

る
曲
輪
群
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
本
丸
、
古

本
丸
と
市
街
地
と
の
高
低
差
は
約
1
0
0

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
曲
輪
群
の
周
囲
に
は
竪
堀
、

横
堀
、
堀
切
、
土
塁
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
本

丸
周
辺
に
は
石
垣
を
築
く
な
ど
堅
固
な
城
を

形
成
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
東
側
は
、
急
斜
面
と
な
り
、 
鎧 
な
ど

よ
ろ
い

の
武
具
を
着
用
し
て
登
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

一
方
西
側
は
、
丘
陵
が
続
き
防
御
上
で
の
弱

点
に
見
え
ま
す
が
、
土
塁
や
堀
が
迷
路
の
よ

う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
、
敵
が
簡
単
に
侵
入
で

き
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
烏
山
城
は
、
周
囲
の
地
形

を
巧
み
に
利
用
し
た
要
害
の
地
を
選
ん
で
築

城
さ
れ
た
、「
実
戦
の
城
」
で
あ
る
こ
と
が
良

く
分
か
り
ま
す
。

烏
山
城
の
カ
タ
チ

歴
史
・
立
地
・
カ
タ
チ
を
学
ぼ
う

烏
山
城
の

正保城絵図　下野国烏山城絵図。（部分）
独立行政法人国立公文書館所蔵

烏山城跡烏山城跡にに
行ってみよう　　　  行ってみよう！！

〜築城600年を迎えて〜築城600年を迎えて〜〜
今年、築城600年を迎えた烏山城。みなさんはもう行きましたか　今年、築城600年を迎えた烏山城。みなさんはもう行きましたか??
今月号では、烏山城の歴史や見どころ、記念イベントの様子などを紹介します　今月号では、烏山城の歴史や見どころ、記念イベントの様子などを紹介します。。
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祭
の
主
芸
題
に
も
な
っ
た
「
将
門
」
の
公
演

や
、
烏
山
語
り
の
会
に
よ
り
、
烏
山
城
に
ま

つ
わ
る
民
話
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

市
民
有
志
で
つ
く
る
烏
山
線
桜
並
木
鉄
道
大

作
戦
実
行
委
員
会
に
よ
り
、
市
内
の
小
学
生

を
対
象
に
作
品
を
募
集
し
た
「
烏
山
城
築
城

6
0
0
年
記
念
烏
山
線
ア
キ
ュ
ム
絵
画
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
応
募
総
数

6
3
3
件
の
中
か
ら
入
選
し
た　

人
に
表
彰

25

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
「
記
念
講
演
」
で
は
、
落
語
家

で
城
郭
愛
好
家
の
春
風
亭
昇
太
師
匠
と
城
郭

ラ
イ
タ
ー
の
萩
原
さ
ち
こ
さ
ん
に
よ
る
ト
ー

ク
ラ
イ
ブ
や
、
烏
山
高
校
ま
ち
づ
く
り
研
究

会
の
生
徒
に
よ
る
烏
山
城
の
研
究
発
表
、
第

二
部
出
演
者
と
記
念
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

委
員
長
の
川
俣
純
子
市
長
に
よ
る
対
談
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
師
匠
と
の
ジ
ャ
ン
ケ

ン
大
会
も
行
わ
れ
、
8
人
の
勝
者
に
春
風
亭

昇
太
師
匠
の
サ
イ
ン
本
や
色
紙
な
ど
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
毛
塚
芳
彦
さ
ん

（
栃
木
市
）
は
、「
講
演
会
で
烏
山
城
の
解
説

が
聞
け
て
と
て
も
た
め
に
な
っ
た
。
ま
だ
烏

山
城
を
見
学
で
き
て
い
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
、

訪
れ
て
み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
、
烏
山
城
に
所
縁
の
あ

る
「
天
性
寺
」「
泉
溪
寺
」「 
寿  
亀  
山  
神  
社 
」

じ
ゅ 
き 
さ
ん 
じ
ん 
じ
ゃ

「
宮
原
八
幡
宮
」
の
4
寺
社
を
巡
る
特
別
企

画
「
御
朱
印
巡
り
」
も
開
催
さ
れ
、
3
寺
社

以
上
巡
っ
た
約　

人
に
、
本
市
オ
リ
ジ
ナ
ル

80

の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

春風亭昇太師匠によるじゃんけん大会春風亭昇太師匠によるじゃんけん大会。。

烏山山あげ保存会による「将門」の公演烏山山あげ保存会による「将門」の公演。。

市地域雇用創造協議会が開発した新商品の販売市地域雇用創造協議会が開発した新商品の販売。。 アキュム絵画コンテストの表彰アキュム絵画コンテストの表彰。。

春風亭昇太師匠と萩原さちこさんによるトークライブ春風亭昇太師匠と萩原さちこさんによるトークライブ。。

烏山城見学ツアーでの石垣の説明烏山城見学ツアーでの石垣の説明。。

春
風
亭
昇
太
師
匠
が
烏
山
城
を
語
る

烏
山
城
築
城
6
0
0
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

今
年
、築
城
6
0
0
年
を
迎
え
た
烏
山
城

の
価
値
や
魅
力
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、　

月　

日
掌
、烏
山
城
築
城
6
0
0
年

10

14

を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
 
七 なな 
曲 
口
か
ら
出
発
す
る
烏
山
城
見
学
ツ

ま
が
り

ア
ー
で
は
、
県
内
外
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た

1
2
0
人
が
3
班
に
分
か
れ
、
市
文
化
振
興

課
学
芸
員
な
ど
に
よ
る
城
郭
の
説
明
を
熱
心

に
聞
き
な
が
ら
、
約
1
時
間
半
か
け
て
石
垣

や
礎
石
、
土
塁
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
阿
部
由
紀
さ
ん
（
日

光
市
）
は
、「
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
歴
史
的
背

景
な
ど
を
詳
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
次
回
は
、
回
り
き

れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
も
挑
戦
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

烏
山
高
校
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館
で
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
約
1
0
0
0
人
が
訪
れ
ま

し
た
。
第
一
部
の
「
文
化
の
つ
ど
い
」
で
は
、

烏
山
山
あ
げ
保
存
会
に
よ
る
今
年
の
山
あ
げ
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烏
山
城
築
城
6
0
0
年
記
念

関
連
イ
ベ
ン
ト
あ
れ
こ
れ

　
　

月　

日
臥
、
烏
山
城
築
城
6

10

13

0
0
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
前
夜
祭

と
な
る
「
2
0
1
8
那
須
烏
山
市

民
秋
ま
つ
り
」
が
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
周
辺
で
開
催
さ
れ
、
約
4
0

0
0
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
和
紙
を
使
っ
た
「
空

飛
ぶ
ラ
ン
タ
ン
作
り
体
験
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
体
験
は
、
受
付
開

始
前
か
ら
行
列
が
で
き
、
1
0
0

人
分
の
整
理
券
の
配
布
が
約　

分
10

で
終
了
す
る
人
気
ぶ
り
で
、
親
子

連
れ
な
ど
が
思
い
思
い
の
絵
を
描

き
ま
し
た
。
完
成
し
た
ラ
ン
タ
ン

は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
に
設

置
さ
れ
、
日
が
沈
む
と
オ
レ
ン
ジ

色
の
淡
い
光
が
幻
想
的
に
浮
遊
し
、

訪
れ
た
人
々
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
約
2
0
0
0
発
の
記

念
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
秋
の

夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

　

築
城
6
0
0
年
を
記
念
し
、
市
民
秋
ま
つ
り
や
奉
仕
作
業
な
ど
が

市
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

ラ
ン
タ
ン
と
花
火
が
秋
の
夜
空
を
彩
る

那
須
烏
山
市
民
秋
ま
つ
り

花火を鑑賞する地域住民花火を鑑賞する地域住民。。

　

野
州
八
咫
烏
の
会
（
中
村
彰
太
郎
会
長
）

は
、
向
田
の
熊
野
神
社
境
内
に
八
咫
烏
を 
祀 まつ

る
摂
社
の
「
八
咫
烏
神
社
」
を
建
立
し
、　
10

月　

日
臥
に
落
成
式
を
行
い
ま
し
た
。

13

　

野
州
八
咫
烏
の
会
は
、
今
年
1
月
に
、
市

内
の
企
業
や
団
体
な
ど
の
関
係
者
ら
が
設
立

し
た
も
の
で
、
現
在
の
会
員
数
は　

人
と

64

な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の
歴
史
や
文
化
を
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
烏
山

城
の
歴
史
的
価
値
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用

す
る
手
段
を
模
索
し
、
市
の
発
展
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

神
社
は
、
熊
野
神
社
境
内
の
西
側
に
建
立

さ
れ
ま
し
た
。
同
会
で
8
月
か
ら
募
っ
た
寄

附
金
は
、
予
想
を
上
回
る
多
く
の
寄
附
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
市
役
所
烏
山
庁
舎
北
側
駐

車
場
に
設
置
さ
れ
た
烏
山
城
跡
の
案
内
板
の

除
幕
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
八
咫
烏
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
し
ら
わ
れ
た
案
内
板
に
は
、

烏
山
城
の
歴
史
や
下
野
国
烏
山
城
絵
図
な
ど

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
村
会
長
は
、「
今
後
、
那
須
烏
山
市
を
全

国
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
交
流
人
口
の
増

加
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
嬉
し
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

野や

州し
ゅ
う

八
咫

や 

た

烏
の
会
が

が
ら
す

八
咫
烏
神
社
と
烏
山
城
の
案
内
板
を
建
立

　

ま
た
、
落
成
式
と
除
幕
式
で
は
、

「
音
の
旅
人
く
み
∞
せ
い
」
が
作
詞
作

曲
し
た
、「
烏
山
城
築
城
6
0
0
年

記
念
ソ
ン
グ
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域

の
美
化
活
動
を
推
進
し
よ
う
と
「
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
普
及
啓
発
月
間
」
に
合
わ
せ

て
、
毎
年
市
内
の
奉
仕
作
業
を
行
って
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
烏
山
城
に
訪

れ
る
人
々
に
気
持
ち
よ
く
過
ご
し
て
も
ら
お

う
と
例
年
よ
り
時
期
を
早
め
、　

月
6
日
臥

10

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
烏
山
地
区　

人
、
南
那
須
地
区

38

　

人
の
同
会
員
が
、
南
那
須
公
民
館
か
ら
市

47役
所
南
那
須
庁
舎
周
辺
や
清
水
川
せ
せ
ら
ぎ

公
園
周
辺
の
草
刈
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
が

清
掃
活
動
で
お
も
て
な
し

駐車場に設置された烏山城跡の案内板駐車場に設置された烏山城跡の案内板。。 清掃を行う会員清掃を行う会員。。

ランタンと花火ランタンと花火。。
ランタンに絵を描く子どもたちランタンに絵を描く子どもたち。。
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月　

日
蚊
、
那
須
烏
山
商
工
会
に

10

14

よ
る
「
第　

回
商
工
会
ま
つ
り
」
と

11

「
ス
ー
爺
サ
ン
タ
の
軽
ト
ラ
市
」
が
、

山
あ
げ
会
館
周
辺
で
開
催
さ
れ
、
約
5

0
0
0
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
烏
山
城
築
城
6
0
0
年

記
念
カ
ー
ド
の
配
布
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

野
州
烏
山
城
下
町
太
鼓
や
烏
山
高
校
吹

奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
、
日
本
舞
踊
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
様
々
な
団
体
に

よ
っ
て
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
模
擬
店
で
は
、
手
づ

く
り
パ
ン
や
石
窯
焼
ピ
ザ
、
わ
た
あ
め

な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
恒
例
の

「
ミ
ニ
ア
キ
ュ
ム
乗
車
体
験
」
で
は
、

順
番
を
待
つ
親
子
連
れ
で
長
蛇
の
列
が

で
き
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

抽
選
会
や
も
ち
ま
き
、
デ
ィ
ン
プ
ル
ア
ー

記
念
イ
ベ
ン
ト
と
合
同
開
催
!

商
工
会
ま
つ
り
＆
軽
ト
ラ
市

ト
体
験
教
室
な
ど
多
彩
な
催
し
に
よ
り

会
場
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

軽
ト
ラ
市
で
は
、
農
産
物
や
飲
食
物
、

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
な
ど
の
販
売
が
行

わ
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

様々な団体によりダンスや演奏が行われたステージ。

毎年大人気のミニアキュム乗車体験。 大勢の人が参加したもちまき。

漫画冊子「烏山城築城物語」。
　

築
城
6
0
0
年
を
迎
え
た
烏
山
城
を

紹
介
し
よ
う
と
、
足
利
銀
行
烏
山
支
店

や
同
支
店
取
引
先
企
業
で
組
織
さ
れ
る

那
須
烏
山
経
友
会
で
は
、
烏
山
城
を
紹

介
す
る
漫
画
冊
子「
烏
山
城
築
城
物
語
」

を
作
製
し
ま
し
た
。
イ
ラ
ス
ト
は
T
B

C
学
院
小
山
校
の
学
生
が
担
当
し
、
市

内
の
民
話
を
ま
と
め
た
書
籍
を
基
に
、

烏
山
城
誕
生
の
き
っ
か
け
な
ど
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　

1
万
2
0
0
0
部
発
行
さ
れ
た
冊
子

は
、　

日
に
開
催
さ
れ
た
築
城
6
0
0

14

年
記
念
事
業
や
那
須
烏
山
商
工
会
ま
つ

り
で
の
配
布
を
は
じ
め
、
同
商
工
会
の

会
員
店
舗
や
同
銀
行
の
県
内
本
支
店
な

ど
で
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

那
須
烏
山
経
友
会
が

烏
山
城
を
紹
介
す
る
漫
画
を
作
製

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ア
プ
リ
か
ら
検
索

→＠
nasukaru6224

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
検
索

→instagram
nasukaru6224

市の文化を発信する
烏山城やジオパーク構想など…

インスタグラムやってます！
　市文化振興課では、公式インスタグラムを運営しています。
築城600年を迎えた「烏山城」のほか、大地の成り立ちを知る
「ジオパーク構想」、ユネスコ無形文化遺産に登録された「烏山
の山あげ行事」など、たくさんの魅力ある那須烏山市の文化を
発信していますので、ぜひ、ご覧ください。

【
閲
覧
方
法
】



●寿亀山神社

●古　本　丸

●本　丸

●中　城 　烏山城について学んだら、実際に登ってみましょう。
今回は初めてでも登りやすい寿亀山神社の横から登る
七曲口からのコースを紹介します。みなさんもぜひ、
烏山城を攻略するつもりで進み、お楽しみください。

　七曲口からのコースは往復で 1時間半か
ら 2時間ほどの所要時間となっていますので
みなさんもぜひ、チャレンジしてください！

　烏山城のシンボル的な石垣は常盤曲輪石
垣（吹貫門脇石垣）です。この石垣は、地
元産の自然石をあまり加工せずに積み石と
して用いられており、目地の 間も広く、
小詰石も少ないですが、石が動く余地のな
いように組み合っています。石垣の高さは、
最も状態のいい部分で 3メートルあり、扇
のような反った勾配はなく直線的です。常
盤曲輪の大手道に面し、吹貫門跡から約30
メートルにわたり現存しています。

　烏山城はれっきとした山城で
す。見学する場合には、動きやす
い服装で見学してください。また、
季節や時間帯によっては一部足元
の滑りやすい場所がありますの
で、注意してケガなどの無いよう、
楽しく登ってください。

烏山城跡を
探索しよう！

じゅ

ななまがり

き さん
ぐる わ

ふき ぬけ もん わき

　七曲口はその名の通り、七回曲
がる箇所があります。つづら折り
で道幅が狭く、大軍勢で攻められ
ても、細い隊列になり、守備側が
有利になるよう道が作られています。

烏山城を見学する場合の注意点

6広報なすからすやま 2０１8.11



●古　本　丸●古　本　丸●古　本　丸

●本　丸●本　丸●本　丸

●中　城●中　城●中　城

　正門から本丸内部の平坦面に至る通路
は、右に 2回曲がり緩やかな勾配で、調査
により階段も確認されています。この空間
は本丸の内枡形とも呼ばれます。絵図は、
江戸時代に描かれた烏山城の正保城絵図の
一部で、石垣と土塀に囲まれ、敵兵を内部
にとどめる空間が描かれています。

　中城からは、北側に設置された
階段を下り、主郭の搦手門である
桜門を通ります。搦手門とは、正
面に対して開かれる裏手の門のこ
とです。有事の場合に、城主が城
外に逃げられるよう、少人数で守
れる小型に設計されていることが
多いそうです。

うち ます がた

しゅ かく からめ て

　西から東側には、土塁が見られ
ます。調査によって、排水を考え
て、砂利、砂、土、粘土が層状に
積まれていることが分かりまし
た。また、「かわらけ」と呼ばれ
る素焼きの皿が100枚近く発見さ
れています。

　那珂川の見える東側には、横矢と
いう、城壁に迫った敵に対して側面
から攻撃する構造が見られます。正
面の防御だけではなく、敵の側面を
突くことで有利に防御できる構造と
なっていて、「横矢を効かせる」「横
矢掛け」などと使われます。

　途中には、矢穴跡が残る大きな
石があります。矢穴とは、石を割
るためにつけられた人工的な穴の
ことをいい、この穴にくさびを入
れて石を切り出していたそうです。

　車橋跡は現在、橋はありません
が、「車橋」という呼び名から、
当時、下に車輪がついた引き橋が
かけてあり、敵が攻めてきた場合
には橋を引き外し、侵入を防いで
いたと想像できます。

　本丸には、石列や礎石などがあ
り、敵が最短距離で移動できない
ように障壁を設けていたことや複
数時期の建て替えが推測でき、当
時の様子を思い浮かべながら見学
できます。
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第　

回
那
須
烏
山
市
市
民
運
動
会
が
、

14

　

月
7
日
掌
、
烏
山
地
区
と
南
那
須
地

10区
で
開
か
れ
、
約
1
3
0
0
人
の
市
民

が
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

大
桶
運
動
公
園
を
会
場
に
行
わ
れ
た

烏
山
地
区
の
運
動
会
で
は
、
自
治
会
や

旧
大
字
単
位
に
分
か
れ
た
8
チ
ー
ム
が
、

緑
地
運
動
公
園
で
行
わ
れ
た
南
那
須
地

区
の
運
動
会
で
は
、
支
部
ご
と
に
分
か

れ
た　

チ
ー
ム
が
熱
い
戦
い
を
繰
り
広

12

げ
ま
し
た
。

　

盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
両
地
区
の
運

動
会
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（（　

）

内
は
総
合
得
点
）

■
烏
山
地
区

①
横
枕
（　

点
）
②
興
野
（　

点
）

47

41

③
野
上
（　

点
）
④
大
桶
・
白
久（　

点
）

36

34

⑤
日
野
町
（　

点
）
⑥
神
長
（　

点
）

30

28

⑦
金
三
（　

点
）
⑧
金
井
（　

点
）

26

23

■
南
那
須
地
区

①
藤
田
（　

点
）
②
中
央
南
（　

点
）

44

35

③
八
ヶ
代
（　

点
）
④
川
井
（　

点
）

32

31

⑤
三
箇
（　

点
）
⑤
中
央
北
（　

点
）

26

26

⑤
南
部
（　

点
）
⑧
こ
ぶ
し
台
（　

点
）

26

24

⑨
志
鳥
（　

点
）
⑩
鴻
野
山
（　

点
）

22

21

⑪
曲
畑
（　

点
）
⑫
熊
田
（　

点
）

20

19

◇

　

ま
た
、
開
会
式
で
は
平
成　

年
度
那

30

須
烏
山
市
体
育
協
会
表
彰
も
行
わ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
に
貢
献
し
た
市
民

に
表
彰
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受

賞
者
お
よ
び
功
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
体
育
協
会
表
彰
者
（
敬
称
略
、（　

）

内
は
、
住
所
・
功
績
）

▼
感
謝
状
…
松
本
武
（
下
境
・
市
体
育

協
会
の
要
職
に
あ
り
、
永
年
に
わ
た
り

活
躍
）

▼
体
育
功
労
賞
…
森
井
國
廣（
旭
・
市
体

育
協
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
部
部
長
、

烏
山
支
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好

会
会
長
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
活
躍
）

▼
体
育
奨
励
賞
…
大
和
勝
夫
（
初
音
・

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
で
、
永
年

に
わ
た
り
那
須
烏
山
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
指
導
者
お
よ
び
代
表
と
し
て
指

導
育
成
を
行
い
地
域
に
お
け
る
青
少
年

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
尽
力
）

▼
優
秀
選
手
賞

【
剣
道
】
小
田
弘
（
旭
・
第　

回
全
国

31

健
康
福
祉
祭
と
や
ま
大
会
栃
木
県
予
選

会
剣
道
競
技　

歳
以
上
の
部
優
勝
）

65

【
レ
ス
リ
ン
グ
】
髙
森
勇
斗
（
中
山
・

J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ

プ
／
2
0
1
8
年
度
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
第
8
位
、
平

成　

年
度
栃
木
県
高
等
学
校
総
合
体
育

30
大
会
／
第　

回
関
東
高
等
学
校
レ
ス
リ

64

ン
グ
大
会
県
予
選
会
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル　

手
級
第

92

1
位
な
ど
）

【
陸
上
】
渡
邊
寛
之
（
南
・
平
成　

年
30

度
栃
木
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
陸

上
競
技
男
子
や
り
投
げ
第
1
位
）・
犬

烏山地区は横枕、
南那須地区は藤田が優勝！

市民運動市民運動会会
●ᶃ ●ᶅ 

●ᶄ 

●⁢ 

●⁣ 

●⁤ ●⁡ 
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〇（白丸）…烏山地区／●（黒丸）…南那須地区
●ᶃ 紅白玉入れは大人数で出たもの勝ち　●ᶄ ボールを落とさないよう
気をつけて　●ᶅ 全速力　●⁡ ゴール!!!　●⁢ 息ピッタリのムカデ競争　
●⁣ 軽やかにジャンプ　●⁤ 元気に選手宣誓　●⁥ スタートダッシュ　
●ᶋ 人間輪投げ競走　●⤒ 焦らずこぼさず　●ᶍ 息を合わせて二人三脚の
スタート　●⤔ どの目が出るかな？　●ᶏ 狙いを定めて　●ᶐ バトンタッ
チ　●⤗ 湧水リレーは慎重に　●⤘ おみやげなあに？

飼
真
緒
（
興
野
・
平
成　

年
度
第　

回

30

59

栃
木
県
高
等
学
校
学
年
別
陸
上
競
技
大

会
1
年
女
子
走
幅
跳
第
1
位
）・
田
島

駿
（
中
山
・
平
成　

年
度
第　

回
関
東

30

71

高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会
／
秩
父
宮
賜

杯
第　

回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対

71

校
選
手
権
大
会
北
関
東
予
選
会
男
子
砲

丸
投
第
2
位
）

【
登
山
】
板
橋
歩
貴
（
藤
田
・
平
成　
30

年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
登

山
大
会
県
予
選
会
兼
第　

回
全
国
高
等

62

学
校
登
山
大
会
県
予
選
会
兼
第　

回
関

62

東
高
等
学
校
登
山
大
会
県
予
選
会
矢
板

東
高
校
登
山
部
優
勝
）

【
空
手
道
】
大
輪
莉
央
奈
（
下
境
・
第

　

回
栃
木
県
空
手
道
錬
成
大
会
小
学
5

37年
女
子
組
手
優
勝
、
第　

回
栃
木
県
ス

14

ポ
ー
ツ
少
年
団
空
手
道
交
流
大
会
小
学

5
年
女
子
組
手
優
勝
）・
大
輪
咲
奈（
下

境
・
第　

回
栃
木
県
空
手
道
錬
成
大
会

37

小
学
2
年
女
子
組
手
優
勝
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】小
林
理
奈（
金

井
）、
田
代
七
海
（
上
川
井
）、
高
久
蒼

衣
（
滝
田
）（
平
成　

年
度
全
国
高
等
学

30

校
総
合
体
育
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

競
技
大
会
県
予
選
会
矢
板
中
央
高
等
学

校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
優
勝
）

【
サ
ッ
カ
ー
】
F
C
バ
ジ
ェ
ル
ボ
那
須

烏
山
（
第　

回
全
国
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

25

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
栃
木
大
会
優
勝
）

●ᶋ 

●ᶏ 

●ᶐ 

●ᶍ 

●⤘ 

●⤗ 

●⤒ 

●⤔ 

●⁥ 
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ᶄ̝ 

ᶆ̝ 

ᶈ̝ 

ᶋ̝ 

ᶇ̝ 

ᶉ̝ 

ᶌ̝ 

ᶊ̝ 

小学校・幼稚園・保育園で

秋の
運動会盛んに

ᶃ̝ 

　秋本番を迎え、市内の小学校・幼稚園・保育
園で運動会が開かれました。保護者や地域住民
が見守る中、子どもたちはダンスや徒競走など
の練習の成果を、元気いっぱいに発揮しました。
　その中から、いくつかの運動会を写真で紹介
します。

ᶅ̝ 

①̝ ᶄ̝ 荒川小学校　ᶅ̝ ④̝ 七合保育園　⑤̝ ᶈ̝ 烏山聖マリア
幼稚園　ᶉ̝ ᶊ̝ にこにこ保育園　⑨̝ ᶌ̝ 烏山みどり幼稚園。
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市
内
の
若
手
農
業
者
で
構
成
さ
れ
る
那
須
烏
山
市
青
少
年
ク
ラ
ブ
協
議
会
（
山
口

喬
亮
会
長
）
で
は
、　

月
9
日
昇
に
つ
く
し
幼
稚
園
の
園
児　

人
を
、　

日
昌
に
に

10

80

17

こ
に
こ
保
育
園
の
園
児　

人
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の　

人
を
森
田
の
畑
に
招
待

57

22

し
、
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
体
験
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

5
月
に
園
児
た
ち
が
植
え
た
苗
は
大
き
く
育
ち
、
当
日
は
、
一
生
懸
命
に
サ
ツ
マ

イ
モ
を
掘
る
園
児
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

実
り
の
秋
が
や
っ
て
き
た
!

子
ど
も
た
ち
が
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫

ᶇ̝ 

ᶈ̝ 

ᶃ̝ 

ᶅ̝ ᶄ̝ 

ᶉ̝ ᶆ̝ 

ᶋ̝ ᶊ̝ 

①～④にこにこ保育園
⑤～⑨つくし幼稚園。

　
　

月
2
日
昇
、
那
珂
川
町
の
あ
じ

10
さ
い
ホ
ー
ル
で
第　

回
南
那
須
地
区

13

音
楽
祭
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が

開
か
れ
、
南
那
須
地
区
の　

の
小
・

13

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
の
音
楽
祭
は
、
小
・
中
学
校
の
合

奏
・
合
唱
部
が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
す
る
場
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
優
秀
賞
に
入
選
す
る
と
、

栃
木
県
学
校
音
楽
祭
中
央
祭
の
出
場

権
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
日
は
、
各
校
と
も
素
晴
ら
し
い

演
奏
を
披
露
し
、
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ

ー
を
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
一
般
参
加
の
合
唱
・
合
奏

で
も
、
地
域
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

な
ど
5
団
体
が
参
加
し
、
練
習
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
、
合
唱
で
烏
山
中
・

南
那
須
中
、
合
奏
で
江
川
小
・
烏
山

小
・
烏
山
中
が
、　

月　

日
昇
、　

10

23

29

日
捷
、　

日
昇
に
開
催
さ
れ
た
中
央

30

祭
に
出
場
し
ま
し
た
。

美しい
　　メロディー響く♪

南那須地区

音楽祭

烏
山
中
に
よ
る
合
奏
。

歌
え
バ
ン
バ
ン
に
よ
る
合
唱
。
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8
月　

日
昌
か
ら　

日
晶
に
か
け
て
、

15

17

東
京
都
大
田
区
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
た
「
B
・
L
E
A
G
U
E　

U　
15

C
H
A
M
P
I
O
N
S
H
I
P　

2
0

1
8
」
に
栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス
U　

に
所

15

属
す
る
烏
山
中
3
年
の
横
山
峻
さ
ん

（
南
1
丁
目
）
と
2
年
の
永
井
学
翔
さ

ん
（
三
箇
）
が
出
場
し
、
全
国
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

2
人
は
、
小
学
3
年
生
か
ら
烏
山
リ

ト
ル
デ
ィ
ッ
パ
ー
ズ
で
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
始
め
、
現
在
は
週
5
回
ブ

レ
ッ
ク
ス
の
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
の
練
習
に

参
加
し
、
プ
レ
ー
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
成
績
を
受
け
て
、
横
山
さ
ん

は
、「
優
勝
で
き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
。
今
回
の
優
勝
に
満
足
せ
ず
、
次
の

大
会
や
高
校
、
大
学
に
進
学
し
て
も
活

躍
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」。
永
井

さ
ん
は
、「
チ
ー
ム
み
ん
な
で
一
丸
と

な
り
プ
レ
ー
し
、
優
勝
す
る
こ
と
が
き

た
の
で
よ
か
っ
た
。
来
年
は
連
覇
で
き

る
よ
う
練
習
を
頑
張
り
た
い
」
と
次
へ

の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
横
山
さ
ん
は
、
チ
ー
ム
を
盛

り
上
げ
優
勝
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
大

リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス　

ユ
ー
ス
チ
ー
ム（
U　

）
15

横
山
さ
ん
と
永
井
さ
ん
が
全
国
優
勝

会
中
最
も
印
象
に
残
っ
た
選
手
に
贈
ら

れ
る
、
M
I
P
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

9
月　

日
昌
、　

日
昭
に
、
市
と
包

26

27

括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
N
E
Z

A
S
（
ネ
ザ
ス
）
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

と
の
協
定
の
一
環
と
し
て
、
烏
山
自
動

車
学
校
で
「
交
通
安
全
教
室
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
子
ど
も
に
対
す
る
交

通
事
故
防
止
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、　

日
に
は
境
小
の
2
年
生
か

26

ら
4
年
生
ま
で
の
児
童　

人
が
、　

日

49

27

に
は
江
川
小
の
1
年
生
か
ら
2
年
生
ま

で
の
児
童　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

54

　

当
日
は
、
交
通
安
全
ク
イ
ズ
や
反
射

材
手
作
り
体
験
、
自
動
車
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

自
動
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
で
は
、

自
動
車
運
転
者
の
視
点
や
死
角
を
確
認

す
る
こ
と
で
、
歩
行
・
自
転
車
運
転
時

の
事
故
防
止
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

ま
た
、
烏
山
自
動
車
学
校
指
導
員
に
よ

る
急
ブ
レ
ー
キ
や
雨
の
日
の
カ
ー
ブ
走

行
な
ど
の
自
動
車
運
転
デ
モ
も
行
わ
れ
、

児
童
は
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
ま
し
た
。

境
小
と
江
川
小
の
児
童
が

交
通
安
全
教
室
で
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ

シミュレーターを見学する江川小児童シミュレーターを見学する江川小児童。。

　

高
齢
社
会
を
迎
え
、
高
齢
者
の
自
転

車
事
故
が
多
発
し
て
い
る
現
状
か
ら
、

交
通
安
全
の
意
識
の
高
揚
と
運
転
技
能

の
向
上
を
図
り
、
交
通
事
故
を
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
「
栃
木
県
交
通
安
全
高
齢
者
自
転
車

大
会
」
が
、　

月　

日
晶
、
鹿
沼
市
の

10

12

T
K
C
い
ち
ご
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
4
人
1
チ
ー
ム
で
、
交

差
点
の
安
全
な
曲
が
り
方
や
狭
い
道
を

走
行
す
る
場
合
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
技

能
が
テ
ス
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

那
須
烏
山
市
か
ら
は
交
通
安
全
協
会

自
転
車
の
安
全
な
走
行
方
法
を
競
う

高
齢
者
自
転
車
大
会
で
4
位
に
入
賞

荒
川
中
央
支
部
が
出
場
し
、
初
め
て

4
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

荒川中央支部のみなさん荒川中央支部のみなさん。。

左
か
ら
永
井
さ
ん
、横
山
さ
ん
。

■
熊
田
太
々
神
楽

　

市
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
の
「
熊

田
太
々
神
楽
」
が
、　

月　

日
掌
、

10

14

熊
田
西
公
民
館
で
行
わ
れ
、
地
域
住

民
を
前
に
、「 
総  
禮  
舞 
」「 
住  
吉 

そ
う 
れ
い 
ま
い 

す
み 
よ
し 
舞 
」

ま
い

「 
岩  
戸 

い
わ 
と 
正 

し
ょ
う 
開 かい 
舞 
」
な
ど　

の
舞
を
披

ま
い

10

露
し
ま
し
た
。

　

熊
田
太
々
神
楽
は
明
治　

年
頃
に

12

斉
藤
継
定
神
宮
と
熊
田
素
菊
神
宮
が

習
得
し
た
舞
を
熊
田
の
有
志
に
教
え

大
変
で
す
が
、
一
生
懸
命
演
じ
て
い

る
の
で
、
伝
統
あ
る
郷
土
芸
能
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

■
興
野
さ
さ
ら
獅
子
舞

　

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
興

野
さ
さ
ら
獅
子
舞
」
が
、　

月　

日

10

21

掌
、
日
枝
神
社
と
興
野
集
会
所
で
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
1
8
0
年
の
歴
史
が
あ
る
興
野

熊
田
太
々
神
楽
と
興
野
さ
さ
ら
獅
子
舞

伝
統
の
舞
を
披
露
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市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
で
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
那
須
烏
山
と
共
催
で
「
那

須
烏
山
市
合
同
就
職
説
明
会
・
面
接
会
」

を
、
9
月　

日
晶
、
風
月
カ
ン
ト
リ
ー

14

倶
楽
部
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
雇
用
機
会
が
不
足
し

て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
自
治
体
や
地

域
の
関
係
者
の
創
意
工
夫
や
発
想
を
活

か
し
て
雇
用
を
創
出
す
る
「
実
践
型
地

域
雇
用
創
造
事
業
」
の
一
環
で
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
那
須
烏
山
や
各
企
業
と
連

携
し
な
が
ら
本
市
の
雇
用
情
報
・
企
業

情
報
を
提
供
し
、
求
職
者
が
市
内
事
業

所
な
ど
へ
就
職
す
る
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
求
職
者
は
、
参
加
す
る
こ
と

で
複
数
の
事
業
所
へ
直
接
相
談
で
き
る

利
点
が
あ
り
、
事
業
所
に
と
っ
て
も
求

職
者
へ
広
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ほ
か
、

多
様
な
人
材
の
中
か
ら
採
用
す
る
機
会

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
開
催
し
、
9
回
目

25

と
な
っ
た
今
回
は
、
市
内
の
製
造
業
や

運
送
業
、
介
護
事
業
な
ど　

事
業
所
が

19

参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、　

人
の
求

53

職
者
が
事
業
所
の
説
明
を
受
け
、
採
用

担
当
者
と
面
接
を
実
施
す
る
な
ど
熱
心

求
職
者
と
企
業
の
未
来
を
つ
な
ぐ

合
同
就
職
説
明
会
・
面
接
会

に
就
職
活
動
を
行
い
、　

人
の
就
職

17

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

採
用
担
当
者
と
面
接
を
行
う
参
加
者
。

　
　

月
6
日
松
、南
那
須
中
と
烏
山
中

10
で
そ
れ
ぞ
れ
学
校
祭
が
開
か
れ
、保
護
者

や
地
域
住
民
、卒
業
生
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

両
中
学
校
で
は
、
少
年
の
主
張
や
英

語
ス
ピ
ー
チ
の
発
表
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

平
和
式
典
派
遣
事
業
報
告
、
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
、
全
校
合
唱
、
有
志
の
発
表
な

ど
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
美
し
い
歌
声
が
体

育
館
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

南
那
須
中
と
烏
山
中
で
学
校
祭

南那須中学校南那須中学校。。

た
の
が
き
っ
か
け
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。　

の
舞
が
あ
り
、
全
て
が
口
頭

31

伝
承
で
会
員
の
長
男
に
の
み
受
け
継

が
れ
て
き
ま
し
た
が
、
後
継
者
不
足

な
ど
に
よ
り
、
現
在
は
熊
田
太
々
神

楽
保
存
会
を
中
心
に
技
術
が
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
披
露
さ
れ
た
舞
の
う
ち
、

「 
大  
蛇  
退  
治 

お 
ろ
ち 
た
い 
じ 
舞 
」
で
は
新
し
く
道
化

ま
い

役
が
2
人
加
わ
り
、
コ
ミ
カ
ル
な
動

き
で
観
客
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
み

ま
し
た
。

　

ま
た
、「 
神  
子 

み 

こ 
舞 
」
を
舞
う
小
学
2

ま
い

年
生
か
ら
5
年
生
女
子
5
人
の
ほ
か
、

今
年
は
、
小
学
5
、
6
年
生
男
子
4

人
が
太
鼓
を
練
習
し
、
成
果
を
発
揮

し
ま
し
た
。

　

熊
田
太
々
神
楽
保
存
会
の
木
村
喜

一
会
長
は
「
舞
を
演
じ
る
人
の
高
齢

化
は
避
け
ら
れ
な
い
問
題
で
、
年
々

さ
さ
ら
獅
子
舞
は
、
三
頭
の
獅
子
が

笛
の
音
に
合
わ
せ
、
腰
太
鼓
を
打
ち

な
が
ら
舞
う
も
の
で
、
今
年
の
獅
子

は
、
地
元
の
小
学
6
年
生
の
石
川
大

介
さ
ん
（
牡
獅
子
）、
髙
野
裕
翔
さ
ん

（
中
獅
子
）、
荒
井
港
成
さ
ん
（
牝
獅

子
）
が
務
め
ま
し
た
。

　

舞
に
は
「
お
か
め
」
や
「
ひ
ょ
っ

と
こ
」
な
ど
の
道
化
も
登
場
し
ま
し

た
。
ひ
ょ
っ
と
こ
の
1
人
を
演
じ
た

髙
野
健
一
さ
ん
と
中
獅
子
を
演
じ
た

髙
野
裕
翔
さ
ん
は
親
子
で
共
演
し
、

勇
壮
な
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

興
野
さ
さ
ら
獅
子
舞
保
存
会
の
小

森
幸
雄
会
長
は
「
各
々
の
地
区
に
お

い
て
、
舞
を
演
じ
る
子
ど
も
た
ち
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
伝
統

を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
も
、
興
野
地

区
全
体
で
協
力
し
合
っ
て
継
承
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

烏山中学校烏山中学校。。

熊田太々神楽熊田太々神楽。。

興野ささら獅子舞興野ささら獅子舞。。
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月　

日
松
、
創
立　

周
年
を
記
念

10

20

70

し
て
、
烏
山
図
書
館
で
「
烏
山
図
書
館

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
地
域
住
民
6

3
6
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
図
書
館
は
、
昭
和　

年　

月
3
日

23

11

に
、
県
内
2
番
目
の
町
立
図
書
館
と
し

て
旧
烏
山
町
役
場
の
裏
手
に
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
複
数
回
に
わ
た
り

場
所
を
移
転
し
、
昭
和　

年
に
烏
山
町

52

立
図
書
館
が
現
在
の
場
所
に
新
築
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和　

年
に
は
、
烏
山
郷
土

56

資
料
館
を
含
む
、
書
庫
と
学
習
室
の
増

築
工
事
が
完
了
し
、
現
在
の
図
書
館
と

な
り
ま
し
た
。

　

図
書
館
ま
つ
り
で
は
、
わ
な
げ
や
射

的
ゲ
ー
ム
、
図
書
な
ど
を
無
料
で
配
布

創
立　

周
年
記
念

70
烏
山
図
書
館
ま
つ
り
開
催

たんぽぽによる絵本の読み聞かせ。

す
る
リ
サ
イ
ク
ル
市
、
抽
選
会
、
民
話

の
語
り
な
ど
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
同
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
た

ん
ぽ
ぽ
」
に
よ
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仕
様
の

お
た
の
し
み
会
も
開
催
さ
れ
、
好
評
を

博
し
ま
し
た
。

　

お
た
の
し
み
会
で
は
、「
い
た
ず
ら

ジ
ャ
ッ
ク
」、「
ぬ
す
ま
れ
た
パ
ン
プ
キ
ン

パ
イ
」
な
ど
、
ハロ
ウ
ィ
ン
が
テ
ー
マ
の
絵

本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
が
行

わ
れ
、
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
会
の
最
後
に
は
、
お
た
の
し

み
企
画
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
お
菓
子

が
配
ら
れ
、「
ト
リ
ッ
ク
オ
ア
ト
リ
ー

ト
!
」
と
い
う
元
気
で
楽
し
げ
な
声
が

図
書
館
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、　

月　

日
昇
、
広
聴
事
業

10

23

の
一
環
と
し
て
、
烏
山
高
の
生
徒
と
川

俣
純
子
市
長
と
の
懇
談
会
「
市
長
と
お

茶
を
し
な
が
ら
話
そ
う
」
を
、
中
央
3

丁
目
の
「
c
a
f
e
＆
d
i
n
i
n
g

ふ
じ
や
」
で
開
き
ま
し
た
。

　

懇
談
会
に
は
、
同
校
の
生
徒
会
役
員

9
人
と
川
俣
市
長
、
市
職
員
が
参
加
。

川
俣
市
長
を
囲
み
、
生
徒
た
ち
か
ら

「
烏
山
の
高
校
生
が
で
き
る
伝
統
行

事
」
や
「
那
須
烏
山
市
内
に
あ
る
空
き

家
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
」
な
ど
の
質

市
長
と
お
茶
を
し
な
が
ら
話
そ
う
!

烏
山
高
の
生
徒
が
市
の
未
来
を
考
え
る

問
が
出
さ
れ
、
お
茶
を
し
な
が
ら
和
や

か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
2
年
で
生
徒
会
長
の
桐
原
倫
太

郎
さ
ん
は
、「
市
の
こ
と
を
楽
し
く
知

る
こ
と
が
で
き
よ
か
っ
た
。
今
日
の
話

を
学
校
に
持
ち
帰
り
、
ほ
か
の
生
徒
に

も
話
し
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

川
俣
市
長
は
、「
那
須
烏
山
市
を
、
思

い
出
の
ま
ち
と
思
え
る
よ
う
、
楽
し
い

高
校
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

わなげゲームをする子どもたち。

お
茶
を
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
の
市
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
す
る
川
俣
市
長
と
烏
山
高
の
生
徒
。

第90回

　国見地区は、観光ミカン園があり、ミカン栽培
が盛んな地域です。ユコウ（柚柑）は、柚と蜜柑
の自然交雑種といわれるかんきつ類で、古くから
徳島県や高知県で栽培されています。国見大久保
のユコウは、樹高　m、胸高直径28.7cm、枝張り6
東西　m、南北6.4m、推定樹齢250年といわれてい6
ます。現在の所有者から数えて　代前の当主が金9
比羅・八十八ヶ所参りの際に四国から種子を持ち
帰り、播種したものを現当主の曾祖父が分家する
際に現在の地に移植したと伝えられています。こ
の木は、樹齢が古く貴重であることから、市の天
然記念物に指定されています。

市指定天然記念物

国見大久保のユコウ（小木須）
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　当院は県北地区の二次救急病院です。二次救急病院と
は、入院治療が必要な患者さんや急病の患者さんを受け
入れる病院を言います。
　高齢化に伴い、医療を必要とする人が増えていること
から、「医療福祉相談・医療連携室」では入院が必要な患
者さんが安心して治療し、スムーズに退院できるようお
手伝いしています。
　連携室は総合受付の左側にあり、　 人のスタッフが下6
記の　つの部門を担当しています。入退院に関する不安2
や心配な点がありましたら、お気軽にご相談ください。
①入退院支援部門（　人）4
　入院前の面談で入院までの経過や生活状況を伺い、不
安などがあれば他職種と相談をして、安心・安全な入院
を送るための支援をします。また、退院に向けケアマ
ネージャーとの情報共有や多職種の人を含めた話し合い
を行い、退院に向けての準備を行います。
②地域連携部門（　人）2
　MSW（社会福祉士）と認知症認定看護師が患者さんや
ご家族の相談を受けたり、当院と他の病院間の転院相談、
施設からの入院相談などを行っています。

シリーズ 

　近年、先進国で食物アレルギーは増加傾向にあり、大
きな社会問題となっています。食物アレルギーとは、食
品に含まれる物質を体が「敵」と判断し、自分の体を守
るために過敏な反応を起こすことを言います。食物アレ
ルギーの症状としては、かゆみや吐き気、下痢などがあ
り、対応が遅れると命に関わる重篤な症状もあります。
　そのため、食品による健康被害を防ぐために、容器包
装された加工食品には、アレルギーの原因となる物質
（アレルゲン）を表示することになっています。
【表示されるアレルギー物質】
　過去の健康被害の程度、頻度から、特にアレルギーを
起こしやすい以下の食品について表示されています。

【アレルギー表示の方法】

消費者コラム⑳ 

那須烏山市消費生活センター（烏山庁舎1階、商工観光課内）
【専用電話番号】0287−83−1014
【受付時間】平日9：00～12：00、13：00～16：30
※土・日曜日及び祝日は「消費者ホットライン緯188
（局番なし）」へご相談ください。

消費者ほっと樺らいふナビ 知っておきたい食品の表示④

Part　7在宅医療のあれこれ

　退院はゴールではなく、新たなスタートです。今後も、
地域の拠点病院として、相談や受診しやすい環境を整え、
地域のみなさまに親しまれる病院づくりを目指していき
ます。

退院支援システム

入　

院

退
院
支
援

退院支援不要

退　

院

入
院
時
情
報
収
集

ケアマネ
あり

ケアマネ
なし

本人・家族
ケアマネとの
情報共有

本人・家族・地域
包括支援センター・
転院先等との情報共有

退
院
に
向
け
た
話
し
合
い

看護師

社会
福祉士

那須南病院（医療福祉相談・医療連携室）

必ず
表示される
7品目

いくら、キウイフルーツ、くるみ、大豆、
カシューナッツ、バナナ、やまいも、もも、
りんご、さば、ごま、さけ、いか、鶏肉、
ゼラチン、豚肉、オレンジ、牛肉、あわび、
まつたけ

表示が勧め
られている
20品目

卵 乳

えび そば かに

小麦 落花生

①個別に表示 ②一括して表示
原材料名：じゃがいも、
にんじん、ハム（卵・豚肉
を含む）、マヨネーズ（卵・
大豆を含む）、たんぱく加
水分解物（牛肉・さけ・さ
ば・ゼラチンを含む）／調
味料（アミノ酸等）

　平成14年　月より、左記の食品が微量でも含まれる4
場合は、原材料表示されるようになりました。ただし、
表示の対象は容器包装された加工食品のみで、店頭販売
や外食は対象外です。
　食物アレルギーを持つ人が、安心・安全に食べること
のできる食品を選べるように、店頭販売や外食において
も、自主的な取り組みが促されています。

原材料名：じゃがいも、
にんじん、ハム、マヨネー
ズ、たんぱく加水分解物
／調味料（アミノ酸等）、
（一部に卵・豚肉・大豆・牛
肉・さけ・さば・ゼラチン
を含む）



まちのわだい

ちちちまちまままま わわわだだいいいいいのののの
◇「広報なすからすやま」では、みなさんからの楽しい話題
を募集しています。地域の行事や変わった出来事などをお
知らせください。可能な限り取材に伺います。

総合政策課広報広聴グループ　☎０２８７-８３-１１１２

16広報なすからすやま 2０１8.11

旭
の
池
沢
勝
久
さ
ん

満　

歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!

100

　

旭
1
丁
目
の
池
沢
勝
久
さ
ん
が
、　
10

月　

日
昌
、
満
1
0
0
歳
を
迎
え
ま
し

10
た
。

　

池
沢
さ
ん
の
趣
味
は
、
畑
仕
事
で
、

天
気
が
い
い
日
に
は
畑
に
行
き
、
じ
ゃ

が
い
も
や
ほ
う
れ
ん
草
、
人
参
、
た
ま

ね
ぎ
な
ど
様
々
な
野
菜
を
作
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
ま
た
、
大
勢
の
ひ
孫
と
会

う
こ
と
も
楽
し
み
の
1
つ
で
、
遊
び
に

来
て
く
れ
る
の
を
い
つ
も
心
待
ち
に
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
を
聞
く
と
、「
物
事
に

く
よ
く
よ
せ
ず
、
勝
気
で
い
る
こ
と
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

1
0
0
歳
を
迎
え
た
池
沢
さ
ん
。

滝
田
本
郷
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
が

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
県
大
会
優
勝

を
は
じ
め
と
し
て
、
帰
農
士
塾
や
興

野
農
産
物
直
売
所
な
ど
の
地
元
生
産

者
に
よ
り
9
店
舗
が
出
店
さ
れ
、
那

須
烏
山
市
産
の
農
産
物
や
そ
れ
ら
を

使
用
し
た
飲
食
物
の
販
売
を
行
い
ま

し
た
。

　

髙
橋
さ
ん
は
、「
今
後
は
、
老
若
男

女
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

市
内
で
採
れ
た
も
の
を
使
い
地
域
活

性
化
を
行
っ
て
い
る
生
産
者
を
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

9
月　

日
松
、
N
P
O
法
人
ク
ロ

29

ス
ア
ク
シ
ョ
ン
（
髙
橋
誠
一
代
表
）

で
は
、
J
R
烏
山
駅
前
広
場
で
「
烏

山
駅
前
朝
市
」
を
開
催
し
、
地
域
住

民
約
3
0
0
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
で
生
産
さ
れ
て
い

る
農
産
品
を
P
R
す
る
と
と
も
に
、

生
産
者
自
ら
が
出
店
す
る
こ
と
に
よ

り
、
生
産
者
と
消
費
者
の
つ
な
が
り

や
交
流
の
場
を
作
る
こ
と
を
目
的
に

今
回
初
め
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

朝
市
に
は
、
ク
ロ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン

N
P
O
法
人
ク
ロ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
朝
市

生
産
者
と
消
費
者
を
つ
な
げ
る

　
　

月　

日
昌
、「
平
成　

年
度
栃

10

10

30

木
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ス
ポ
ー
ツ

大
会
」
が
真
岡
市
井
頭
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
那
須
烏
山
市
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
の
代
表
と
し
て
出
場
し
た

滝
田
本
郷
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
が
、
準

優
勝
の
矢
板
市
富
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

に　

打
差
の
3
5
7
打
で
勝
利
し
、

11
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
市
内
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
こ
と
で
健
康
増
進
に
つ
な
げ
よ
う

と
、　

の
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
が
活
動

31

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
優
勝
し
た
滝
田
本
郷
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
は
、
週
3
回
大
桶
運
動

公
園
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

監
督
を
務
め
た
髙
徳
宗
光
さ
ん
は
、

「
昨
年
は
5
位
だ
っ
た
の
で
、
優
勝

で
き
て
嬉
し
か
っ
た
。
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
楽
し
く
競
技
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
よ
か
っ
た
と
思
う
。
来
年
は
、

連
覇
を
目
指
し
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

JR烏山駅前広場を活用し開催された朝市JR烏山駅前広場を活用し開催された朝市。。左から、栗田さん、髙徳さん、滝田さん左から、栗田さん、髙徳さん、滝田さん。。
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展
示
さ
れ
た
花
を
楽
し
む
来
場
者
。

　
　

月
6
日
松
、
南
那
須
川
柳
会
（
篠

10
崎
酔
月
会
長
）
に
よ
る
「
第　

回
川
柳

40

大
会
」
が
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
開
か
れ
、
県
内
外
か
ら　

人
が
参
加

65

し
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
事
前
に
出
さ
れ
る
宿

題
と
し
て
、「
山
」「
静
」「
太
」「
古
」

「
二
」「
多
」「
利
」
の
7
題
が
出
題
さ

れ
た
ほ
か
、
そ
の
場
で
出
さ
れ
る
席
題

に
は
「
鳩
」
が
出
題
さ
れ
、
川
柳
愛
好

家
ら
が
腕
を
競
い
ま
し
た
。

　

披
講
で
は
、
各
題
の
選
者
が
参
加
者

か
ら
投
じ
ら
れ
た
句
を
採
点
順
に
読
み

上
げ
ま
し
た
。
参
加
者
が
ひ
ね
り
出
し

た
句
か
ら
は
、
数
々
の
名
句
が
誕
生

し
、
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

第　

回
川
柳
大
会

40た
く
さ
ん
の
名
句
が
誕
生

「
自
由
題
」
推
薦

○
黒
田
杏
子　

選　
「
栃
木
県
知
事
賞
」

　

好
物
を
全
て
揃
え
た
盆
支
度　
　
　
　
　
　
　

小
杜
芳
野（
高
根
沢
町
）

○
今
瀨
剛
一　

選　
「
那
須
烏
山
市
長
賞
」

　

水
底
は
連
な
り
て
を
り
水
芭
蕉　
　
　
　

山
村
ノ
リ
子（
那
須
烏
山
市
）

○
山
崎
聰　

選　
「
山
あ
げ
俳
句
大
会
実
行
委
員
長
賞
」

　

狐
火
や
石
垣
残
る
城
の
跡　
　
　
　
　
　
　

常
磐
津
津
紫
摩（
東
京
都
）

○
速
水
峰
邨　

選　
「
朝
日
新
聞
社
賞
」

　

父
祖
の
地
よ
那
珂
川
に
桃
ひ
た
し
け
り　
　
　
　

川
俣
明
美（
東
京
都
）

「
席
題
」
推
薦

○
黒
田
杏
子　

選　
「
栃
木
県
知
事
賞
」

　

城
跡
は
磁
石
月
光
密
集
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
倉
夏
生（
栃
木
市
）

○
今
瀨
剛
一　

選　
「
那
須
烏
山
市
長
賞
」

　

秋
う
ら
ら
ひ
と
き
は
高
く
城
の
跡　
　
　
　
　

益
子
須
美
子（
茨
城
県
）

○
速
水
峰
邨　

選　
「
栃
木
県
俳
句
作
家
協
会
長
賞
」

　

蛇
穴
に
入
る
山
あ
げ
祭
見
盡
く
し
て　
　
　
　

大
貫
瑞
子（
宇
都
宮
市
）

○
最
東
峰　

選　
「
下
野
新
聞
社
賞
」

　

臥
牛
城
六
百
年
の
夏
木
立　
　
　
　
　
　
　
　

田
村
美
江
子（
福
島
県
）

俳
句
大
会
上
位
入
賞
者

全
国
的
な
定
着
を
図
る
こ
と
な
ど
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
第

2
回
と
な
っ
た
今
回
は
、
全
国
か
ら
、

自
由
題
1
4
5
8
句
、
席
題　

句
が

96

投
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
事
前
に
応
募
さ
れ
た
自

由
題
と
、
当
日
の
席
題
「
山
あ
げ
」

「
城
」
の
2
題
に
投
じ
ら
れ
た
句
の

講
評
が
黒
田
杏
子
さ
ん
ら
4
人
の
選

　

那
須
烏
山
市
山
あ
げ
俳
句
全
国
大

会
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、　
10

月　

日
掌
に
烏
山
公
民
館
で
開
催
さ

21
れ
、
県
内
外
か
ら
約
1
0
0
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
平
成　

年　

月
に

28

12

「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」が
ユ
ネ
スコ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
、「
山
あ
げ
」
を
季
語
と
し
て

「
山
あ
げ
」
を
季
語
と
し
て
全
国
に
!

第
2
回
山
あ
げ
俳
句
全
国
大
会

4人の選者による講評4人の選者による講評。。

　

華
花
の
会
（
鈴
木
光
子
代
表
）
で

は
、　

月　

日
昇
、
9
回
目
と
な
る

10

16

「
小
原
流
・
小
さ
な
花
展
」
を
南
那

須
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

展
示
会
で
は
、
同
会
員
ら
に
よ
っ

て
生
け
ら
れ
た
生
け
花　

点
が
展
示

30

さ
れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
1
3
5

人
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
会
員
5
人
に
よ
り
、「
小

さ
い
秋
見
つ
け
た
」
や
「
赤
と
ん
ぼ
」

な
ど
8
曲
の
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
が
行

わ
れ
、
訪
れ
た
人
々
も
メ
ロ
デ
ィ
ー

に
合
わ
せ
一
緒
に
歌
い
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
代
表
は
、「
今
回
は
、
秋
の
七

草
を
テ
ー
マ
に
、
見
慣
れ
た
風
景
の
中

の
植
物
を
生
け
た
。み
な
さ
ん
に
も
、

足
元
に
咲
い
て
い
る
花
を
部
屋
や
玄

関
な
ど
身
近
に
生
け
て
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

秋
の
七
草
を
テ
ー
マ
に
生
け
花　

点
を
展
示

30

小
原
流
・
小
さ
な
花
展

投じられた句を読み上げる選者投じられた句を読み上げる選者。。

者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
時
に
は
、
烏
山
中
学
校
郷
土

芸
能
部
に
よ
る
お
囃
子
の
演
奏
や
烏
山

語
り
の
会
に
よ
る
民
話
の
語
り
が
行
わ

れ
、
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
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〇
だ
ん
だ
ん
肌
寒
く
な
っ
て
き

ま
し
た
ね
。
朝
の
寒
さ
に
耐
え

ら
れ
ず
布
団
か
ら
な
か
な
か
抜

け
出
せ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
ま
だ　

月
な
の
に
…
今
年

11

の
冬
は
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
。
で
も
、
空

気
が
澄
ん
で
星
が
綺
麗
に
見
え
た
り
、
温

泉
に
行
っ
て
ゆ
っ
く
り
温
ま
っ
た
り
で
き

る
の
で
、
寒
く
な
る
の
が
ち
ょ
っ
ぴ
り
楽

し
み
だ
っ
た
り
も
し
ま
す
。（
星
が
綺
麗

な
の
は
田
舎
の
特
権
か
な
？
？
）
今
年
の

冬
は
、
寒
さ
に
負
け
ず
に
去
年
よ
り
外
に

出
て
、
冬
を
満
喫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
お
久
し
ぶ
り
で
す
！
C
で
す
！
編
集
後

記
に
登
場
す
る
の
は
4
か
月
ぶ
り
。
実
は

私
事
で
す
が
…
母
に
な
り
ま
す
！
と
い
う

こ
と
で
、
O
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
、

し
ば
ら
く
産
休
・
育
休
を
い
た
だ
き
ま
す
。

広
報
を
担
当
し
て
5
年
半
。
た
く
さ
ん
の

人
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
！
ち
ょ
っ
ぴ

り
寂
し
い
で
す
が
、
お
休
み
中
は
取
材
で

は
な
く
、
お
客
さ
ん
と
し
て
行
事
に
参
加

し
よ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
会
い
し
た

際
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！
復

帰
後
の
配
属
先
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

ま
た
ど
こ
か
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
★
サ

ン
キ
ュ
ー（
産
休
）！ 
あ
れ
？
す
べ
っ
た
？
笑

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

藤　

井　
 
建 　
 
吾 （
雅
也
・真
樹
子
）鴻
野
山

け
ん 

ご

糸　

井　
 
涼 　
 
乃 （
貴
弘
・
鮎
美
）三　
　

箇

す
ず 

の

荒　

井　
 
優 　
 
心 （
洋
行
・
純
子
）神　
　

長

ゆ
う 

な

菊　

地　
 
紅 　
 
羽 （
貴
昭
・
美
里
）金
井
2
丁
目

い
ろ 

は

菊　

池　
 
星 　
 
奈 （
佳
汰
・沙
也
香
）小　
　

倉

せ 

な

中　

村　
 
浩  
太  
朗 （
泰
徳
・
眞
紀
）森　
　

田

こ
う 
た 
ろ
う

堀　

井　
 
彩 　
 
楓 （
拓
哉
・
彩
乃
）宇　
　

井

い
ろ 

は

小　

川　
 
琴 　
 
子 （
佳
彦
・
裕
美
）藤　
　

田

こ
と 

こ

小　

池　
 
翔 　
 
真 （
佑
亮
・加
保
莉
）福　
　

岡

し
ょ
う 

ま

お
め
で
た

お
め
で
た

莉
央
奈（
白
堊
会
空
手
道
）

［
小
学
2
年
生
男
子
組
手
］▽
第
3
位
：
荒
井

斗
真（
白
堊
会
空
手
道
）

羽
鳥
広
宣
様（
東
京
都
港
区
）か
ら
8
万
2
千
円
、

米
山
睦
夫
様（
神
奈
川
県
横
浜
市
）か
ら　

万
、
匿

10

名
希
望
者
様　

人
か
ら
計　

万
円
が
本
市

39

70

に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情

報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
第　

回
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
9
月
3

14

日
捷
～
6
日
昭
、緑
地
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
こ
ぶ
し
台　
▽
準
優
勝
：
藤
田　
▽

第
3
位
：
荒
川
南
、川
井

●
第　

回
那
須
烏
山
支
部
秋
季
野
球
大
会

10

（
9
月
2
日
掌
、9
日
掌
、　

日
掌
、緑
地
運
動
公
園
、大
桶
運
動

16

公
園
）

▽
優
勝
：
烏
山
R
E
D・S
O
X　
▽
準
優
勝
：

侍　
▽
第
3
位
：
南
大
和
久
、烏
山
ヤ
ン
ガ
ー
ス

●
第　

回
栃
木
県
空
手
道
少
年
秋
季
大
会
兼

10

第　

回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会
県
予

13
選（
9
月　

日
掌
、大
田
原
市
県
北
体
育
館
）

23

【
団
体
の
部
】［
小
学
1
～
2
年
生
組
手
］▽
準

優
勝
：
白
堊
会
A（
大
輪
咲
奈
、荒
井
斗
真
、齋
藤
陽
）

●
第　

回
J
K
F
a
n
杯
武
蔵
国
空
手
道
親

15

睦
大
会（
9
月　

日
掌
、ア
ス
カ
ル
幸
手
）

30

［
小
学
5
年
生
女
子
組
手
］▽
準
優
勝
：
大
輪

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
栃
木
県
歌
人
ク
ラ
ブ
第　

回
優
秀
歌
集
賞

23

▽『
山
峡
』：
澤
村
孝
夫

●
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
優
良

歌
集
賞

▽『
春
落
葉
』：
滝
口
節
子

受受受受
賞お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賞お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賞賞お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賞お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

山
本
峻
輔
様（
さ
く
ら
市
）、
崎
村
幸
多
様（
千

葉
県
船
橋
市
）か
ら
5
千
円
、
櫻
井
次
雄
様（
大
田

原
市
）、
鈴
木
武
夫
様（
宇
都
宮
市
）、
古
橋
新
作

様（
千
葉
県
白
井
市
）、
杉
﨑
克
行
様（
神
奈
川
県
平
塚

市
）、
田
代
京
子
様（
茂
木
町
）か
ら
各
1
万
円
、

ごご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

大
桶
下
自
治
会
防
災
会
（
小
原
澤
文
雄

会
長
）
に
よ
る
防
災
訓
練
が
、　

月　

日

10

14

掌
、
大
桶
下
公
民
館
で
開
か
れ
、
地
域
住

民
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

50

　

訓
練
で
は
、
南
那
須
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
消
防
本
部
職
員
を
講
師
に
迎
え
、

地
震
発
生
を
想
定
し
た
救
助
訓
練
や
煙
体

験
、
消
火
器
と
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
A
E
D
）
の
使
い
方
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
大
桶
下
自
治
会
員
髙
野
安
広
さ
ん

に
よ
る
「
東
北
震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

と
題
し
た
講
話
や
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
原
澤
会
長
は
、「
災
害
は
い
つ
ど
こ

で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。
防
災
意
識
を

高
め
、
万
が
一
の
災
害
に
備
え
ら
れ
る
よ

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て

大
桶
下
自
治
会
防
災
会
が
防
災
訓
練

う
、
地
域
で
引
き
続
き
訓
練
を
行
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

水消火器による消火訓練。
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男
出生
転入

12,750 女
死亡
転出

12,968

人口 25,718（－30）

世帯数 9,374

28
48

10
36

19広報なすからすやま ２０１8.11

★一般図書★
『　分間菜根譚』　　　　　齋藤　孝1
『チキンラーメンの女房』

　安藤百福発明記念館
『私は、看取り士。』　　柴田　久美子
『あなたは、うで体？あし体？』

　鴻江　寿治
『楽しく百歳、元気のコツ』  吉沢　久子
『思い出が消えないうちに』川口　俊和
『ことことこーこ』　　阿川　佐和子
『銀河食堂の夜』　　　さだ　まさし
『ある男』　　　　　　平野　啓一郎

★児童図書★
『新しい心のバリアフリーずかん』

　中野　泰志
『日本のロボット』　　　　奥村　悠
『ぼうけんはバスにのって』

　いとう　みく

『リスのたんじょうび』
　トーン　テレヘン

『かんけり』　　　　　石川　えりこ
『おほしさまのちいさなおうち』

　渡辺　鉄太
『どうぶつどんどん』　　たしろ　ちさと
『にげろ！ケロケロ』　　広瀬　克也
『おかしとおうちくれませんか？』

　せき　ゆうこ
★CD★

『海のＯｈ,Ｙｅａｈ！！』
　サザンオールスターズ

『マン・オブ・ザ・ウッズ』
　ジャスティン・ティンバーレイク

『スイートナー』アリアナ・グランデ
『おしりたんてい』　　伊勢大貴ほか
『三遊亭兼好落語集お噺し問屋』

　三遊亭　兼好

俳　

句

水
野　

信
一　

選

芸
コ
ー
ナ
ー

芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

井
戸
水
を
透
か
し
明
月
す
ま
し
顔

　

大
森
フ
サ
オ（
宇　

井
）

手
の
ひ
ら
を
ゆ
す
る
コ
ス
モ
ス
手
話
の 
冱 
ゆ

さ

　

西
森　

一
雄（
南
大
和
久
）

最
終
の
烏
山
線
月
天
心
　

柳　

つ
し
ま（
中　

央
）

 
秋  
憂 
ひ
平
和
な
町
に
大
地
震

あ
き う
れ

　

塩
坂
美
枝
子（
南
大
和
久
）

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

侘
し
さ
は
独
り
酒
で
は
失
せ
も
せ
ず

　

森　

豊（
中　

山
）

山
百
合
が
匂
い
を
く
れ
た
墓
参
り

　

石
原　

紀
男（
中　

央
）

夫
と
の
信
濃
の
旅
が
蘇
り　

山
本　

愛
子（
下
川
井
）

安
心
と
安
全
が
あ
る
直
売
所
　

荻
野
目
香
津（
中　

央
）

短　

歌

福
澤　

悦
子　

選

ぼ
う
じ
ぼ
を
打
つ
な
ら
わ
し
の
無
く
な
れ
ど 
盈 
る
光

み
つ

は 
永  
遠 
に
変
ら
ず　
　
　
　

石
川　

ミ
チ（
大　

桶
）

と 

わ

秋
晴
れ
の
稲
刈
り
始
動　

秋
香
る
新
米 
秋  
刀  
魚 
食
欲

さ 

ん 

ま

誘
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

利
夫（
志　

鳥
）

墓
守
の
居
ぬ
墓
に 
十  
薬 
蔓
延
す
真
白
き
花
の
中
に
母

じ
ゅ
う 
や
く

眠
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
俣
登
志
子（　

旭　

）

秋
の
風
過
ぐ
る
狭
庭
の
幽
け
き
に 
灼  
灼 
炎
ゆ
る
彼
岸

あ
か 
あ
か

花
寂
し　
　
　
　
　
　
　
　

三
森　

純
子（
中　

央
）

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

9
月　

日
晶
に
発
生
し
た
、
台
風　

21

24

号
の
影
響
に
よ
り
、
中
央
1
丁
目
の
茅

根
由
美
子
さ
ん
宅
の
屋
根
が
は
が
れ
て

し
ま
っ
た
の
を
、
地
域
住
民
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
補
修
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
茅
根
さ
ん
は
、
1
人
暮

ら
し
の
た
め
、
な
か
な
か
修
理
が
で
き

ず
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
地
域
住
民
が

援
助
を
申
し
出
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
地
域
の
暖
か
い
輪
が
広

が
っ
て
い
く
と
い
い
で
す
ね
。

／
ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス
!＼

地
域
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

台
風
被
害
を
受
け
た

家
屋
を
補
修

補修作業を行うボランティアのみなさん。



〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
⑬
〜

シリーズシリーズシリーズ 烏山高校ってこんなところ！山山山山 校っっっってててててててここここここここんんんんんんんんんんなとととととととととととこここここここころろろろろろろろ烏山高校ってこんなところ！～地域連携活動編⑦～！～～～～～～～～～～地地地地地地地地地地域域域域域域域域連連連連連連連携携携携携携携活活活活活活活動動動動動編編編編編編⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦～～～～～～～～地域連携活動編⑦～～地域連携活動編⑦～
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 N
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な
す
か
ら
す
や
ま

〒
3
2
1－

0
6
9
2

栃
木
県
那
須
烏
山
市
中
央
1
丁
目
1
番
1
号

編
集　

那
須
烏
山
市
総
合
政
策
課

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
2

83

烏山城築城600年記念イベント

　10月14日掌に、烏山高校金井キャンパス体
育館で「烏山城築城600年記念イベント」が開
催されました。
　イベントでは「烏山学＋」共通プログラム「烏
山城を知る」を通して烏山城に興味をもった有
志生徒がボランティアとして、総合司会を担当
しました。また、まちづくり研究会の生徒が、
烏山城についてこれまで調べてきたことを発表
しました。
　大きな舞台で今までの研究の成果を見事に発
表できて大きな自信につながりました。また、
発表後の花束贈呈では、ゲストの春風亭昇太さ
んと直接話をすることができ、非常に良い経験
となりました。

生̝ 徒̝ の̝ ੠̝ 　　年　新井葉名さん（中央）2
　私は、烏山城築城600年記念イベントで烏山城を中心とした烏山の歴史について調べたことを発表しました。
　事前の調査では、烏山城があったときの烏山の地図を見ながら町中を歩き、当時あった道路でまだ残っているもの
について調べたり、町の名前でまだ残っているもの、変わってしまったものについて調べたりしました。また、その
際に学芸員から烏山の町が城を守るためにどのようなしくみになっていたのかについて説明を聞きました。
　イベントで発表をして、イベントに参加した人々や春風亭昇太さんが興味深そうに聞いてくれてうれしかったです。
烏山の魅力をより多くの人に発信していくためにも、今後もこういった活動に参加していきたいです。

19

～
見
ど
こ
ろ
紹
介
～

烏
山
市
街
地
は
那
珂
川
の
河
岸
段
丘

面
の
上
に
広
が
っ
て
お
り
、
周
囲
を

段
丘
崖
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

山
頂
付
近
に
は
中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
の

砂
岩
が
露
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
山

は
、
あ
ま
り
高
い
山
の
な
い
那
須
烏

山
市
内
で
は
有
数
の
眺
望
良
好
な
場

所
で
あ
り
、
長
い
歳
月
と
自
然
が
作

り
出
し
た
景
色
を
最
高
点
2
4
8
・

5
m
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

那
珂
川
の
清
ら
か
さ
や
自
然
の
美

し
さ
に
癒
さ
れ
な
が
ら
、
ジ
オ
の
歴

史
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

平
群
山
は
、
興
野
大
橋
を
東
側
へ

約
1
k
m
進
ん
だ
八
溝
山
地
に
位
置

し
、 
穿 せん 
入 
蛇
行
地
形
・
河
岸
段
丘
川

に
ゅ
う

風
（
上
昇
気
流
）
を
利
用
し
た
、
パ

ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
・
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ

ダ
ー
な
ど
の
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
ん
な
観

光
地
と
し
て
の
魅
力
を
持
つ
平
群
山

も
、
ジ
オ
サ
イ
ト
の
1
つ
で
す
。

　

那
珂
川
の
侵
食
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
地
形
が
遠
望
で
き
、
那
珂
川
の

蛇
行
も
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

烏
山
八
景
の
1
つ
、
興
野
の 
平  
群  
山 

へ 
ぐ
り 
や
ま

今回の
見どころ！

今回の今回の今回の
見どころ！見どころ！見どころ！


